
令和5度札幌市市民まちづくり活動促進助成金 (さぽ一とほっと基金)事業

親亡き後を生きるひきこもり当事者の老後を支え合う事業
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令和5年 5月に北海道内の関係団体の協力のもと、北海道ひきこもりの老後を支え合う連絡協議会、通称 :道ひ老連協が設立されました。こ

れまで支え手であった親が要介護状態から亡くなってぃくことだけではなく、当事者本人も老ぃていきます。親亡き後一人で暮らしているケー

スも少なくありません。孤独孤立の課題もありますが、それ以上にひきこもりの老後をどうやつて生活を維持していくかが問われています。

そこで、こうした現状を踏まえ、第一部でlま基調講演と50代当事者によるミニシンポジウム、第二部ではグループヮークを企画し実施するこ

とになりました。参力]者の皆さんとともにひきこもりの老後を考ぇていきましよう。

zo23+8u27"
13:00～ 15:30

北海道立道民活動センター「かでる2・ 7」

9階940研修室

●京王プラザホテル札幌

0大九札幌店

大菫公ロ

日 大通釈 1番出C,

o,″イレラン

,,ボ oフ ァクトリー●

エーデルオフ札幌

札幌市時計台e

JR札幌駅

南□から

徒歩13分

地下鉄大通駅

1番出口から

徒歩9分

札幌市中央区北2条西7丁目道民活動センタービル

ひきこもり当事者やその家族、支援者、関心のある市民

‐_    500円 ※当事者は無料         30名
.・ .―■■|||■■|・ |.‐

|||=11■1 事前申し込み不要当日受付いたします

※来場の際は新型コロナウイルス5類に準拠した感染防止策対応にこ協力のほどお願いします。

特定非営利活動法人 ,

レター・ポスト・フレンド相談ネツトワーク

〒064‐0824札幌市中央区北4条西26丁目3番2号

大田原 守穂氏 (当事者)

長年大ェとして従事するも、双極性障害等で

体調を崩しひきこもりを繰り返す。様々な自

助グループに参力0するもと、フリーペーパー

で知った居場所「よりどころ」に2018年8月

から参力0するようになる。気さくな人柄から

当事者から慕われる。2022年11月にすい臓

がんがあることがわかり現在闘病中。また両

親が認知症で介護にあたる。妻は障がいで、

生活は同居する一人息子である長男が工面

している。58歳
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TEL.090‐ 3890‐7048

餡燿 :全国ひきこもりKHJ家族会連合会北海道「はまなす」・北海道ひきこもりの老後を支え合う連絡協議会・北海道ひきこもり成年相談センター・札幌市ひきこもり地域支援センター
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